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３ 教科別の学力検査結果の概要

国 語

１．問題一は、例年通り小問集合形式による出題で、基礎的な国語の力をみるも
のとした。日常生活に関連するはがきの宛名の書き方に関する問題は正答率が
高かったが、文章中の送り仮名や敬語の間違いを正しく書き直す問題と漢字の
画数に関する問題の正答率が低い。

２．問題二は、小説として基礎的な言語事項や登場人物の心情等の理解や読み取
りの力をみた。文脈から空欄を補充する問題や一文の効果を問う問題は正答率
が高いが、登場人物の心情を考察する問題の正答率が低い。前後の描写や本文
全体をじっくりと吟味して、正答を導き出す態度の育成が必要である。

３．問題三は、古典分野の古文からの出題とした。歴史的仮名遣いを現代仮名遣
いに改める問題は正答率が高いが、係の助詞の問題は正答率が低かった。基礎
的な力をバランスよく定着させる必要がある。また、文脈から主語や筆者の考
えを導き出す問題は概ね良好であった。

４．問題四は、説明的文章とした。指示語の内容を簡潔にまとめたり、一文を言
い換えたりする問題の正答率は高かった。一方で、本文の内容から筆者の考え
や空欄部分を推測して記述する問題や、本文の内容を踏まえて条件に従って記
述する作文問題の正答率は非常に低いうえ、無答率も高い。本文から抜き出す
ばかりでなく、本文に書かれていることを根拠にして、自分の言葉で説明した
り、自分の考えや意見をまとめ表現したりする力に課題がある。

社 会

１．地理分野において、地図や統計などの資料を正確に読み取る地理的技能に加
え、地域的な特色を総合的に判断する力も身についてきている。地形図を読み
取る問題の正解率も高かった。しかし、発電所の種類を問う基本的な問題や緯
度と経度の基本的な知識を活用して表現する問題の正答率が低かった。

２．歴史分野において、我が国の歴史の大きな流れを理解しているかを問うた年
代を並べ替える問題の正答率が低く、十分な理解ができているとは言えない。
また、地租改正以降、誰がどれだけ何で納めたかを正確に説明できた回答は少
なく、無答率も１０％を超えた。我が国の歴史の背景にある世界の歴史につい
ての理解は概ね良好であった。

３．公民分野において、政治、経済の基本的なしくみを問う問題は概ね良好であ
った。しかし、基本的な語句や法律名を記述により解答する問題では、無答率
が１０％を超えるものがある。また、グラフとリード文を読み、法案可決に必
要な最小限の賛成票数を考える問題は、正答率が極めて低かった。

４．いずれの分野においても、社会的な問題に関心を持ち、基礎的・基本的事項
を理解したうえで、多面的・多角的に考えて判断する力を育成していくことが
重要である。また、選択肢により解答する時間に比べ、記述により解答する問
題では無答率が高かったことから、知識を活用し、自分の考えを論理的に説明
し表現する力を一層培っていくことが望まれる。
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